
Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
初
心
者
の
男
性

向
け
に
料
理
の
基
礎
か

ら
は
じ
め
、
家
で
で
き

る
簡
単
な
料
理
を
作
り

ま
す
。
で
き
合
い
の
そ

う
菜
で
済
ま
せ
て
い
る
人
や
食
事
が
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が
ち
な
人
な
ど
、

栄
養
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
料
理
の

腕
を
磨
き
ま
せ
ん
か
。

▽��
と
き　
11
月
14
日
金
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
受
け
付
け
は
９
時

15
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
７
日
金
ま
で
に
、

2
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

低
栄
養

　

全
身
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
低
栄

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前のこどもと保護者です。

●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥おゆずり会・交換会

　 � ▽ �とき　11月 17日月～ 22日土
　�使わなくなった洋服・おもちゃ・絵本・ベビー用品
などが対象です。詳しくは問い合わせてください。

♥吉村じいちゃんと絵本マミーの絵本タイム

　 ▽ �とき　11月 21日金・午前11時～11時 30分
♥育児相談
　【たんぽぽ相談】保健師・管理栄養士による相談
　� ▽ �とき　11月 11日火・午前 10時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　母子健康手帳
　※町外の人も相談できます（予約不要）。

♥すくすく広場「どんぐり拾いと絵本」

　 ▽ �とき　11月４日火・午前 10時～ 11時
　※ 10組限定　10月 21日火から予約開始
♥きりんパーク

　 ▽ �とき　11月５日水・午前９時～正午
　※�センター内の奥のホールで体を動かして遊べますよ。

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　11月 10日月・午前 11時～ 11時 30分
♥親子教室「親子エアロビ」

　 ▽ �とき　11月 12日水・午前 10時～ 11時
　※ 10組程度　10月 29日水から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　飲み物
　※動きやすい服装で来てください。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　11月 19日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館　和室
※�絵本やおもちゃを用意して待っています。

11 月の日曜開館日　９日

申し込みフォーム

広報あしや　2025.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑳



養
と
は
ど
ん
な
状

態
な
の
か
、
予
防

の
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
話

し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
25
日
火
・
午
前
10
時
～

午
後
0
時
30
分
（
受
け
付
け
は
９
時

45
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　
11
月
18

日
火
ま
で
に
、
2
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
診
・
健
康
診
査

1�

歯
科
健
診

　

口
く
う
機
能
低

下
や
肺
炎
な
ど
の

疾
病
を
予
防
す
る

た
め
、
歯
科
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受
診
券
を
送
っ

て
い
ま
す
。
受
診
券
を
持
っ
て
い
な
い

人
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
昭
和
20
年
4
月
1
日
～
25
年

3
月
31
日
生
ま
れ
の
、
今
年
度
に
76

歳
～
80
歳
に
な
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
（
長
期
入
院
、
施

設
入
所
中
の
人
な
ど
を
除
く
）

▽�

受
診
期
間　
６
月
～
12
月

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
券
、
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
、

自
己
負
担
金
３
０
０
円

�

2�

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
重

症
化
や
フ
レ
イ
ル
の

予
防
な
ど
を
目
的
と

し
た
健
康
診
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
４
月
中
旬
～

５
月
上
旬
に
受
診
票
を
送
っ
て
い
ま
す
。

受
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
や
実
施
医

療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者

※�

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
10
日
頃
に
受
診
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
８
年
３
月
31
日
火

ま
で

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
票
、
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
、

自
己
負
担
金
５
０
０
円

【
共
通
項
目
】

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

 

成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談
と
講
演
会

　

認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
人

は
、
生
活
費
の
管
理

が
う
ま
く
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
悪
質
な

訪
問
販
売
で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る

制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
26
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今い
ま
こ
が
古
賀
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
11
月
４
日
火
か
ら
遠
賀

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

９
３
‐
１
２
９
３
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

芦
屋
町
で
は
、
令
和
8
年
１
月
に
開

催
予
定
で
す
。

※�

開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
成
年
後
見
制
度
講
演
会
】

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
に
よ
り
、
自
分
で
意
思
決
定
す
る
こ

と
が
難
し
い
人
が
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
に
、
意
思
決
定
支
援
や
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
な
が

ら
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
12
日
金
・
午
前
11
時
～

正
午
（
受
け
付
け
は
10
時
30
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
お
か
が
き
総
合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
い
こ
い
の
里（
岡
垣
町
高
倉
）

▽�

講
師　
N
P
O
法
人
n
e
s
t　

　
佐
藤 

み
ず
ほ
さ
ん

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
12
月
5
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

相
談

申し込みフォーム

広報あしや　2025.11㉑



　現在は 24の自治区（正津ヶ浜、江川台区は休止中）でサロン活動が行われており、高齢
者の皆さんが集まって体操や脳トレ、卓球バレーなどのレクリエーションを行っています。
　皆さんで定期的に集まって体操や茶話などを行うことは、立派なサロンです。
　令和８年４月から開始する自治区を募集していますので、高齢者支援係に気軽に相談して
ください。
◇運営する人　高齢者の皆さん、地域に住んでいる人なら誰でも
◇内容　簡単な体操など気軽にできること
◇回数　月１回（２時間以上）から
◇ところ　自治区の公民館など
◇運営支援　町や芦屋町社会福祉協議会による支援があります。
◇�申し込み・問い合わせ　令和８年１月９日金までに
　高齢者支援係（☎２２３‐３５８１）へ申込書を提出してください。
◆�下記の自治区ではサロン活動が行われています。気軽に参加してください。
　�粟屋、大城、浜口、東町、高浜町、第３緑ヶ丘、正門町（11月から再開予定）、第２緑ヶ丘、
船頭町、中ノ浜、金屋、市場、浜崎、幸町、白浜町、雁木、三軒屋、浦、柏原、はまゆう、大君、
花美坂

あなたの地域でもはじめよう！地域交流サロン

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と

や
生
活
、
就
職
、
進
学

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

11
月
６
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎�

11
月
20
日
木
＝
橋は
し
も
と本
求も
と
む相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

令
和
８
年
度
航
空
自
衛
隊

芦
屋
基
地
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
基
地
諸
施
策
の
改
善
と
向
上
の
た
め
、

基
地
の
行
事
や
研
修
に
参
加
し
、
航
空
自

衛
隊
や
芦
屋
基
地
に
対
す
る
意
見
な
ど

を
提
出
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽�
対
象

①�

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
の
人

（
議
会
議
員
と
常
勤
公
務
員
は
除
く
）

②�

防
衛
問
題
と
自
衛
隊
に
関
心
が
あ
り
、

公
正
で
建
設
的
な
意
見
を
言
え
る
人

③�

平
日
を
含
む
行
事
や
研
修
（
年
間
10

回
程
度
）
に
参
加
で
き
る
人

④�

過
去
に
芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー
経
験
が

な
い
人

⑤�

メ
ー
ル
で
連
絡
で
き
る
人

▽�
期
間　
令
和
８
年
４
月
～
９
年
３
月

▽
募
集
人
数 　
10
人

▽�

応
募
方
法　

２
次

元
コ
ー
ド
の
メ
ー

ル
宛
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
応

募
理
由
を
記
載
し
、
12
月
12
日
金
ま

で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

モ
ニ
タ
ー
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、
３
月

上
旬
ま
で
に
メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
す
。

※�

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注

意
し
管
理
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
３
４
４
）

町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
運
動

花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

町
内
の
公
共
花
壇

に
冬
の
花
（
キ
ン
セ

ン
カ
な
ど
）
を
植
え

ま
す
。
花
植
え
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
道
具
な
ど
は
役
場
で
用
意
し
ま
す
。

※�

当
日
は
飲
み
物
、
花
苗
を
プ
レ
ゼ
ン

相
談

・
募
集

芦屋基地モニター
応募メール

広報あしや　2025.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉒



ト
し
ま
す
。

▽�
と
き　
11
月
29
日
土
・
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
時
間
程
度

※�

雨
天
の
場
合
は
、
11
月
30
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
役
場
前
、
緑
ヶ
丘
交
差
点
、

浜
口
町
交
差
点

▽�

申
し
込
み　
11
月
26
日
水
ま
で
に
環
境・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）
へ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介

護
を
し
て
い
る
人
、
地

域
の
人
や
専
門
職
の

人
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
を
図
り
な
が
ら
く

つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
元

気
に
過
ご
す
た
め
の
ミ
ニ
講
話
や
、
簡
単

な
体
操
、
専
門
職
の
人
か
ら
認
知
症
や
介

護
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
26
日
水
・
午
前
10
時
～

11
時
（
受
け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　

ミ
ニ
講
話
と
簡
単
な
体
操
、

座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
19
日
水
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

お
め
で
と
う　

二
十
歳
の
祭
典

　

～
二
十
歳
の
つ
ど
い
～

▽�

と
き　

令
和
8

年
１
月
11
日

日
・
午
後
３
時

か
ら
式
典
（
受

け
付
け
は
２
時

15
分
か
ら
）

▽�
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
平
成

17
年
４
月
２
日
～
18
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
っ
て
い

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
案
内
状
の
封
筒
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

※�

学
校
や
仕
事
の
都
合

で
町
外
に
住
ん
で
い

る
人
で
も
、
町
内
の

小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
人
は
参

加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
電
話
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

消費者ホットニュース

＜事例＞
　住宅が古くなったた
めリフォーム工事を考
えていたところ、保険
金請求代行を名乗る事
業者が来訪した。
　家の設備で直したい
ところがないかと聞かれ、壁の塗装が剥が
れていることや、屋根瓦が歪んでいること
など思いつく限り答えたところ、「火災保険
が使用できる。手続きが複雑なため、サポ
ート料を貰うが代行する」と言われた。
　「数日前の台風で損壊したことにするから
保険は問題なく使える」と言われ、よく分
からないまま保険申請の用紙に名前を記入

したが、「詐欺」に加担していることになら
ないかと気が気ではない。
� （80歳代）

＜アドバイス＞
■�経年劣化であるにも関わらず、台風で損
壊したかのように見せかけ保険金請求す
ることは、「詐欺」に該当するおそれがあ
ります。
■�「保険が使える」と言われたら、自分で
加入している「損害保険会社」か「損害
保険代理店」にまず相談しましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）　　

「保険が使える」にご用心！

お
知
ら
せ

二十歳の集い

広報あしや　2025.11㉓



山
や
草
む
ら
で
活
動
す
る
と
き
は

マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

る
と
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
日
本

紅こ
う
は
ん
ね
つ

斑
熱
、
ラ
イ
ム
病
な
ど
の
感
染
症
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
を
予
防
す
る

に
は
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

草
む
ら
や
藪
な
ど
、
マ
ダ
ニ
が
生
息

す
る
場
所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
着

用
し
て
肌
の
露
出
部
分
を
少
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

体
育
施
設
の
年
間
利
用
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

　

総
合
体
育
館
や
小
体
育
館
、
小
中
学

校
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
を
、
年
間

を
と
お
し
て
利
用
し
た
い
団
体
は
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�
期
間　
令
和
８
年
４
月
１
日
水
か
ら

1
年
間

▽�

登
録
条
件 　
定
期
的
な
施
設
利
用
が

必
要
な
、
町
内
者
を
６
割
以
上
含
む

８
人
以
上
の
団
体

※
営
利
目
的
と
す
る
団
体
は
除
く

▽�

申
し
込
み　
12
月
８
日
月
ま
で
に
、
総

合
体
育
館
（
☎
２
２
2
‐
０
１
８
１
）
へ

※�

申
込
書
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

ふ
く
お
か
子
育
て

マ
イ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

　

地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
た
い
60
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
行

い
ま
す
。

▽�
対
象　
福
岡
県
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

▽�
と
き　
令
和
8
年
1
月
7
日
水
、
8
日

木
、14
日
水
、15
日
木
、22
日
木
、23
日
金
、

27
日
火
・
午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
8

日
木
、
15
日
木
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
全
7
回
の
受
講
が
必
要
で
す
。

▽�
と
こ
ろ　
八
幡
西
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー　

コ
ム
シ
テ
ィ
（
八
幡
西
区

黒
崎
）

▽�
内
容　
子
育
て
支
援
の
基
礎
を
踏
ま

え
、
こ
ど
も
・
親
・
安
全
の
こ
と
な
ど
、

子
育
て
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
学
び
ま
す
。

▽�
定
員　
30
人

▽�
申
込
期
限　
12
月
24
日
水

▽�
参
加
費　
無
料

▽�
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ

ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
内
「
ふ
く
お
か

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
（
☎

〈
０
９
２
〉
４
８
１
‐
１
３
１
２
）

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽�

と
き　
12
月
14
日
日
・
午
前
９
時
開

会
式
（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
20
分

～
50
分
）（
小
雨
決
行
）

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

▽�

対
象　
遠
賀
郡
に
住
ん
で
い
る
か
勤

務
し
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
。
ま
た

は
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

所
属
し
て
い
る
人

▽�

種
目　

小
学
１
～
３
年
生
＝
１
㎞
、

小
学
４
～
６
年
生
・
中
学
生
女
子
・

一
般
男
女
60
歳
以
上
＝
２
㎞
、
中
学

生
男
子
・
一
般
女
子
50
～
59
歳
＝
３

㎞
、
高
校
生
・
一
般
女
子
18
～
49
歳
・

一
般
男
子
18
～
59
歳
＝
５
㎞

▽�

申
し
込
み　
11
月
11
日
火
ま
で
に
芦

屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１

８
８
）
へ

防災無線の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情
報伝達訓練が行われます。訓練当日は、
戸別受信機や防災行政無線による訓練
放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意
してください。

▽ �とき　11月 12日水・
　午前 11時ごろ
　予備日 12月３日水・
　午前 11時ごろ

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「これは、Ｊアラートのテスト

です」×３回　
　「こちらは、芦屋町です」
 ♪ 下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　
　庶務係（☎２２３‐３５７２）

お
知
ら
せ
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マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカード
の受け取りや申請ができない人のために、
次の日程で休日窓口を開設します。

▽ �とき　11 月 29 日土・午前８
時 30分～正午
※�急きょ中止になる場合は、ホ
ームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、
申請書貼付写真（ない場合は、申請時に
無料で撮影）、通知カード、本人確認書類、
住民基本台帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、
本人確認書類、住民基本台帳カード（持
っている人のみ）

※�本人確認書類は、公的機関
が発行した免許証などの顔
写真付きは１点、健康保険
証などの顔写真がないもの
は２点必要です。不明な場
合は問い合わせてください。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け
付けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日
窓口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、
次の日程で夜間飛行訓練を行
います。
【ジェット機】

▽ �とき　11 月４日火、５日水の日没～午後
９時ごろ（予備日＝６日木、10日月、11
日火）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月、火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水、木、金が予備日です。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

緊急地震速報の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の緊急地震速報訓
練が行われます。訓練当日は、戸別受信機と防災行
政無線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �とき　11月５日水・午前 10時ごろ

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「こちらは、芦屋町です。ただ今から訓

練放送を行います」
　♪ 緊急地震速報チャイム音♪
　�「緊急地震速報。大地震です。大地震です。

これは訓練放送です」×３回
　�「こちらは、芦屋町です。これで訓練放

送を終わります」
　♪下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

芦屋町地震津波避難訓練
　芦屋町では、地震・津波の発生に備え、芦屋町地
震津波避難訓練を行います。
　この訓練は、防災情報の伝達確認、避難行動の習
得を目的として行われるもので、訓練当日は、戸別
受信機、防災行政無線、ふくおか防災ナビ・まもる
くんなどによる訓練情報の伝達を行います。
※実際の災害と間違えないよう、注意してください。

ふくおか防災ナビ・まもるくんの登録は
２次元コードから

▽ �問い合わせ
　庶務係（☎２２３‐３５７２）

訓練情報の伝達
11 月 22 日土

・午前 9 時 30 分ごろ
（地震発生の伝達）

・午前 9 時 33 分ごろ
（大津波警報に伴う避難指示の伝達）

・  戸別受信機の訓練放送
・  防災行政無線の訓練放送
・  �ふくおか防災ナビ・まもるくんの配信

ふくおか防災ナ
ビ・まもるくん

広報あしや　2025.11㉕



芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

●�

文
化
祭
茶
会

　

秋
風
の
心
地
よ
い
季
節
に
、
文
化
祭

茶
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
３
日
月
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ
・
内
容　
芦
屋
釜
の
里
大
茶

室
（
煎せ
ん
ち
ゃ茶
席
・
小お
が
さ
わ
ら

笠
原
流
）、
立り
ゅ
う
れ
い礼席

（
薄う
す
ち
ゃ茶
席
・
裏
千
家
）

▽�

茶
券
代　

１
５
０
０
円
（
煎
茶
・
薄

茶
の
２
席
分
、
別
途
入
館
料
18
歳
以

上
２
０
０
円
、
小
・
中
・
高
校
生
50
円
）

▽
主
催　
芦
屋
町
茶
道
協
会

▽���

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

�

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
祝

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

公
民
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

●�

中
央
公
民
館
講
座
①

　

芦
屋
釜
の
里
の
開
館
30
周
年
を
記
念

し
、
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文

化
財
指
定
芦
屋
釜
を
は
じ
め
と
す
る
芦

屋
鋳
物
師
の
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説

し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
16
日
日
・
午
前
９
時
～

11
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

講
師　
新
郷 

英ひ
で
ひ
ろ弘
さ
ん
（
芦
屋
釜
の

里
館
長
・
学
芸
員
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
抹
茶
代
４
０
０
円
（
高
校

生
以
下
３
０
０
円
）

▽�

申
し
込
み　
10
月
28
日
火
か
ら
・
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館
（
☎

２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ 

●
中
央
公
民
館
講
座
②

　

�

初
春
を
彩
る
苔
玉
作
り

　

野
山
に
咲
く
草
花
を
使
っ
て
、
初
春

を
彩
る
自
分
流
の
苔
玉
を
作
り
ま
す
。

う
ま
く
作
る
コ
ツ
を
優
し
く
、
丁
寧
に

教
え
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
苔
玉
は
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。
新
し
い
年
の
玄
関

や
居
間
に
、
自
作
の
苔
玉
で
彩
り
を
添

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
７
日
日
・
午
前
９
時
30

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
吉
岡 

学ま
な
ぶさ
ん
（
樹
木
医
）

▽����

定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
１
日
土
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

●
芦
屋
東
公
民
館
講
座

　

�

小
筆
教
室

　

小
筆
や
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、
年
賀
は
が

き
や
祝
儀
袋
な
ど
の
表
書
き
を
学
び
ま
す
。

▽��

と
き　
11
月
15
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

講
師　
徳
山 

忍し
の
ぶさ
ん

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
無
料

▽���

持
っ
て
く
る
も
の　
小
筆
ま
た
は
筆

ペ
ン（
硯す
ず
りは
、公
民
館
で
準
備
し
ま
す
）

▽���

申
し
込
み　
11
月
１
日
土
～
11
日
火
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
東

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
９
８
１
）
へ

●
山
鹿
公
民
館
講
座

　

�

巨
大
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
作
り

　

大
き
な
松
ぼ
っ
く
り
に
た
く
さ
ん
の

木
の
実
や
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を

飾
り
付
け
、
オ
シ

ャ
レ
で
華
や
か
な

か
わ
い
ら
し
い
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾

り
に
い
か
が
で
す
か
。

▽��

と
き　
12
月
10
日
水
・
午
前
９
時
30

分
～
正
午

▽��

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�
講
師　
藤
田 

美
紀
さ
ん
（
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
家
）

▽��

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

務
し
て
い
る
人

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▽���

申
し
込
み　
11
月
１
日
土
～
30
日
日
・

お
知
ら
せ

広
告
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午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
山
鹿
公

民
館
（
☎
２
２
３
‐
１
８
９
２
）
へ

【
共
通
項
目
】

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

住
民
公
開
講
座
「
在
宅
医
療
」

講
演
と
映
画
上
映
開
催

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
と
介
護
を
一

体
的
に
提
供
し
、
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医

療
・
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築
を
推
進
す

る
た
め
に
、
芦
屋
町
は
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
を
遠
賀
中
間
医
師
会
在

宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
で
、
講
演
と
映
画
上
映

を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
29
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
（
中
間
市
蓮
花
寺
）

▽�

内
容　
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
～
人
生
の
最
終
段
階
の
医

療
と
ケ
ア
に
つ
い
て
～
講
演
、
関
連

す
る
映
画
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

上
映

▽�

講
師　
遠
賀
中
間
医
師
会
病
院 

統
括

院
長　
末す
え
ひ
ろ廣  

剛た
け
と
し敏
さ
ん

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
２
５
０
人

▽�

申
し
込
み　
遠
賀
中
間
医
師
会
在
宅

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
１ 

‐

３
１
０
０
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
２
８

１ 

‐
３
１
０
５
）
へ

※
当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

手
作
り
品
の
ぬ
く
も
り
を
あ
な
た
に
！

ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
や
福

祉
施
設
な
ど
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の

展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

ま
だ
見
ぬ
す
て
き
な
作
品
と
の
出
会

い
を
求
め
て
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
11
月
12
日
水
～
26
日
水
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館
２
階

▽�

問
い
合
わ
せ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

普
段
、
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
人
や
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
人
で
も
気
軽
に
体
験
で

き
ま
す
。
体
幹
を
鍛
え
て
柔
軟
性
を
高

め
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
ち
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
30
日
日
・
午
後
２
時
～

３
時

▽��

と
こ
ろ　
総
合
体
育
館
サ
ー
ク
ル
室

▽��
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た

は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

▽��

参
加
費　
無
料

▽��

講
師　
松
永 

幸
代
さ
ん
（
指
導
資
格

A
F
A
A
保
有
）

▽��

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��
申
し
込
み　
10
月
26
日
日
～
11
月
14

日
金
・
午
前
8
時
30
分
～
午
前
９
時

に
総
合
体
育
館
（
☎
２
２
２
‐
０
１

８
１
）
へ

※�

動
き
や
す
い
服
装
（
ジ
ャ
ー
ジ
類
）

で
飲
み
物
と
汗
を
拭
く
タ
オ
ル
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

みんなの 
ね・ん・き・ん

■１
い
1
い
月 3

みらい
0 日は「年金の日」です

　厚生労働省では「国民一人一人、『ねんきんネット』
などを活用しながら、高齢期の生活設計に思いを巡
らす日」として 11月 30 日（いいみらい）を「年金
の日」としています。この機会に、「ねんきんネット」
で自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生
活設計を考えてみませんか。
　「ねんきんネット」を利用すると、パソコンやスマ
ートフォンでいつでも自分の年金記録を確認できる
ほか、自身の年金記録からさまざまな条件を設定し
たうえで、年金見込額を試算することもできます。
　また、マイナポータルと連携して、学
生納付特例などの電子申請や、確定申告
で利用可能な控除証明書などの電子デー
タを取得できます。詳しくは、日本年金
機構のホームページで確認するか、ねん
きんダイヤルに問い合わせてください。また、役場
住民課窓口にもパンフレットを設置しています。

▽ �問い合わせ　ねんきん定期便・ねんきんネット専用
番号（☎０５７０‐０５８‐５５５）

日本年金機構

広
告
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㉘

お
知
ら
せ

　皆さんは、インターネット上の情報をどの程
度客観視して閲覧していますか。
　法務省のホームページには、啓発活動強調事
項として 18 の人権課題が挙げられていて、そ
の中の一つが『ハンセン病患者・元患者及びそ
の家族に対する偏見や差別をなくそう』という
項目です。福岡県では人権学習の一環として、
ハンセン病回復者やその家族が差別を受けた歴
史について学ぶ授業が行われています。
　次の内容は、学校の先生の体験談です。
　「ハンセン病について知る機会のないまま大人
になった私は、インターネットで検索をして得
た情報を、事実であるかのように授業の資料に
取り入れようとしていました。今となればとて
も恐ろしいことです。
　その出来事以来、私は複数のハンセン病回復
者の方が暮らす療養所を訪れ、直接回復者の方
のお話を授業の材料に活用しています。高くて
厚い壁に覆われて暮らした人の話、泳いで抜け
出すことができないよう潮流の激しい島に隔離
された人の話など、彼らが受けた差別にもさま
ざまな違いがあることが分かり、残酷なものば
かりでした。お会いした回復者の方は差別が繰
り返されないようになればという思いで、つら
い体験を語ってくださいました。
　ハンセン病に関する情報として、科学的な見
地から考えても明らかに間違った情報なのに、
あたかも正しいものであるかのように表記され
ていたことで差別が生み出された事実を考える
と、事の真偽を見極める確かな眼をもつことの
大切さを痛感します。」
　インターネット上で知った情報をどのように
解釈するのかは、閲覧する側に委ねられていま
す。便利なデジタルの世界の中で、知識や感情
が豊かな人間が踊らされることなく、皆さんも、
インターネットの情報や映像などを正しく活用
できる感覚を養っていきましょう。

差別をなくすために  第 485 号

ネット上の人権侵害について

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
（☎２２３‐３５４６）

令
和
７
年
度
福
祉
用
具

セ
ミ
ナ
ー
・
展
示
会
の
開
催

▽�

と
き　
11
月
６
日
木
・
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
）

▽�

内
容

〇�

セ
ミ
ナ
ー
１

　

�「
介
護
保
険
に
お
け
る
福
祉
用
具
活
用

の
視
点
に
つ
い
て
」・
午
前
10
時
30
分

～
正
午

〇�

セ
ミ
ナ
ー
２

　

�「
み
ん
な
で
学
ぶ
、
福
祉
用
具
の
上
手
な

活
用
術
！
」・
午
前
10
時
30
分
～
正
午

〇�

セ
ミ
ナ
ー
３

　

�「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入

の
壁
と
そ
の
乗
り
越
え
方
」・
午
後
０

時
45
分
～
２
時
15
分

〇�

セ
ミ
ナ
ー
４

　

�「
終
活
の
ス
ス
メ
」・
午
後
０
時
45
分

～
２
時
15
分

〇�

福
祉
用
具
体
験　
正
午
～
午
後
３
時

30
分
（
入
退
場
自
由
）

　

約
60
社
の
福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
が
参

加
し
、
最
新
の
福
祉
機
器
を
中
心
に
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
人
が

直
接
商
品
の
実
演
や
説
明
を
行
い
ま
す
。

自
由
に
触
っ
て
、
試
し
て
、
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※�

福
祉
用
具
体
験
の
み
の
参
加
も
可

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
２
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

�

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
・

介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

５
８
４
‐
３
３
５
１
）
へ

ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習
会
を

開
催
し
ま
す
！

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
「
ボ
ッ

チ
ャ
」
の
練
習
会
を
行
い
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
と
一
緒
に
、
楽
し
く
ボ

ッ
チ
ャ
を
練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
11
月
か
ら
２
回
定
期
開
催（
２

時
間
程
度
）

▽�

と
こ
ろ　
①
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
②
中
央
公
民
館
21
会
議
室

※
現
地
に
直
接
来
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

指
導
者　
芦
屋
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服

装
、
上
履
き
（
体

育
館
の
場
合
の
み
）

▽�

開
催
日
時　

詳
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）　

申し込みフォーム

ボッチャ練習会
ホームページ

広報あしや　2025.11芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



　
10
月
15
日
よ
り
、芦
屋
歴
史
の
里
で
は

特
別
展
「
金
屋
遺
跡
展
」
を
、芦
屋
釜
の

里
で
は
開
館
30
周
年
記
念
特
別
展「
芦
屋

釜
の
美
と
鋳
物
師
の
技
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。
前
回
に
引
き
続
き
、金
屋
遺
跡
と

芦
屋
釜
を
紹
介
し
ま
す
。
第
2
回
は
、芦

屋
釜
と
芦あ
し
や
い
も
じ

屋
鋳
物
師
で
す
。

■
芦
屋
釜
と
は

　
芦
屋
釜
は
、
南
北
朝
時
代
（
14
世
紀
半

ば
頃
）
か
ら
筑
前
国
芦あ
し
や
つ
屋
津
金か
な
や屋
（
現
在

の
芦
屋
町
中
ノ
浜
付
近
）
で
活
動
し
た
鋳

物
師
た
ち
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
鋳
鉄

製
の
茶
の
湯
釜
で
す
。「
真し
ん
な
り形
」
と
呼
ば

れ
る
端
正
な
形
や
胴
部
に
表
さ
れ
る
文

様
が
美
し
い
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
の
京

で
公
家
や
武
家
な
ど
の
貴
人
た
ち
に
好

ま
れ
、
大
変
な
人
気
と
な
り
ま
し
た
。
芦

屋
釜
の
製
作
は
江
戸
時
代
初
期
頃
に
一

度
途
絶
え
ま
す
が
、
現
在
で
も
そ
の
芸
術

性
、
技
術
力
へ
の
評
価
は
高
く
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
茶
の
湯
釜
9

点
の
う
ち
、
8
点
を
芦
屋
釜
が
占
め
て
い

ま
す
。

■
芦
屋
鋳
物
師

　
鋳
物
師
は
、砂
や
粘
土
な
ど
で
鋳
型
を

造
り
、
そ
こ
に
溶
け
た
金
属
を
流
し
込

ん
で
製
品
を
造
る
職
人
の
こ
と
で
す
。芦

屋
で
活
動
し
た
職
人
を
芦
屋
鋳
物
師
と

呼
び
、
そ
の
高
い
技
術
力
で
、
芦
屋
釜
や

梵ぼ
ん
し
ょ
う
鐘
、鰐わ
に
口ぐ
ち
な
ど
を
製
作
し
ま
し
た
。
芦

屋
鋳
物
師
は
、山
口
に
拠
点
を
置
い
た
大

内
氏
の
庇
護
下
に
置
か
れ
、彼
ら
の
製
作

し
た
芦
屋
釜
は
、大
内
氏
や
そ
の
関
係
者

か
ら
足
利
将
軍
家
な
ど
に
献
上
さ
れ
ま

し
た
。

　
芦
屋
鋳
物
師
の
中
で
、最
も
多
く
の
作

品
に
名
を
遺
し
た
の
が
、
大お
お
え江
宣の
ぶ
ひ
で秀
で

す
。
宣
秀
の
作
品
の
代
表
的
な
も
の
に
、

根
津
美
術
館
（
東
京
都
）
所
蔵
の
重
要
文

化
財
「
芦
屋
霰あ
ら
れ
じ地
松ま
つ
う
め梅
図
真
形
釜
」
や
今い
ま

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
（
山
口
県
）
所
蔵
の
重
要
文
化
財

「
鰐
口
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
重
要
文
化

財
「
鰐
口
」
は
、芦
屋
釜
の
里
特
別
展
で

展
示
中
で
す
。

■
芦
屋
釜
の
歴
史

　

芦
屋
釜
製
作
の
始
ま
り
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。全
国
的
な
傾
向
と
し

て
、鎌
倉
時
代
後
半
ご
ろ
か
ら
各
地
に
鋳

物
師
が
定
着
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、芦
屋
鋳
物
師
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
芦
屋
鋳
物
師
の
最
も
古
い
記
録
は
、

正
平
11
（
１
３
５
６
）
年
、
山や
ま
だ田
若わ
か
み
や宮

八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
（
宮
若
市
）
に
寄
進
さ
れ
た
梵

鐘
で
、
芦
屋
釜
の
製
作
開
始
も
そ
の
時

期
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
15
世
紀
に
入
る
と
芦
屋
釜
が

史
料
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

有
名
な
も
の
に
、
応
永
14
（
１
４
０
７
）

年
、醍だ
い
ご
じ
醐
寺
三さ
ん
ぼ
う
い
ん

宝
院
満ま
ん
さ
い済
が
宗む
な
か
た
だ
い
ぐ
う
じ

像
大
宮
司

氏う
じ
つ
ね経
へ
送
っ
た
、釜
の
到
着
の
遅
れ
を
催

促
す
る
内
容
の
書
状
が
あ
り
ま
す
。15
世

紀
後
半
に
は
、大
内
氏
を
媒
介
と
し
た
京

で
の
需
要
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。し
か

し
、
16
世
紀
に
な
る
と
、
茶
の
湯
文
化

の
担
い
手
や
茶
道
具
の
好
み
が
変
化
し
、

芦
屋
釜
の
需
要
は
大
き
く
衰
退
し
ま
す
。

そ
の
後
も
、大
内
氏
の
庇
護
下
で
活
動
を

続
け
ま
す
が
、弘
治
3
（
１
５
５
７
）
年

に
大
内
氏
が
滅
亡
し
、芦
屋
鋳
物
師
の
活

動
も
慶
長
5
（
１
６
０
０
）
年
に
高
倉
神

社
（
岡
垣
町
）
に
納
め
ら
れ
た
梵
鐘
を
最

後
に
、途
絶
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
彼

ら
の
一
部
は
、博
多
に
移
り
住
ん
で
鋳
物

業
を
続
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
五
十
四

▼
14
ペ
ー
ジ
に
は
、
青
少
年
交
流

事
業
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
佐
野
市
の
こ
ど
も
た
ち
が
芦

屋
町
に
訪
れ
る
の
は
６
年
ぶ
り
。

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
こ
ど
も

た
ち
も
交
流
を
深
め
て
い
く
に

つ
れ
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
３
日
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
思
い
出
に
残
る
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。�

（
手
塚
）

▼
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
出

発
式
を
取
材
し
ま
し
た
。
取
材
し

た
9
月
は
ま
だ
暑
く
、
日
没
も
遅

か
っ
た
で
す
が
、
10
月
に
な
り
日

暮
れ
が
早
く
な
っ
た
た
め
、
重

点
項
目
の
一
つ
で
も
あ
る
、
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
や
反
射
材
の
活

用
を
心
が
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（
伊
藤
）

▼
裏
表
紙
で
告
知
し
て
い
ま
す

が
、ふ
る
さ
と
W
i
s
h
が
今
年

も
放
送
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、S
N
S
で
芦
屋
町
の
魅
力

が
ま
る
ま
る
1
週
間
特
集
さ
れ

ま
す
。
そ
の
週
に
は
あ
し
や
砂
像

展
や
芦
屋
釜
の
里
30
周
年
記
念

特
別
展
も
開
催
さ
れ
て
い
る
た

め
、楽
し
み
な
あ
し
や
W
E
E
K

に
な
り
そ
う
で
す
。�

（
篠
塚
）

編

集
後
記
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